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壁の相対的な回転角度の変化を調べた。初期温度 100Kと 150Kでアームチェア型(5, 5)@(10, 10)
は安定な高周波数の振動が観察した。周波数はほぼ 150GHz である。初期温度 100K のジグザグ
型(10, 0)@(20, 0)では、ほとんど減衰がなく、持続する回転運動が得られる。また、回転角度の
減衰振動において、回転運動エネルギーと熱振動のエネルギーの変化を調べた。回転運動エネル
ギーの減尐した分をほぼ 7 割の熱振動のエネルギーになるのは、主な減衰振動の原因であること
が分かる。 
 
